
■202３年９月例会プログラム

日時 ９月２７日(水) １８：３０～２１：００

会 場 静岡YMCAセンター

受 付 藤間 孝夫 宝田 昌孝

司 会 綾野 憲夫

第一部 例会 ４F

・開会点鐘 会長 小野田政弘

・聖句朗読・開会の祈り 大瀧 実

・ワイズソング 全 員

・ワイズの信条 小林 隆

・会長挨拶 ゲスト・ビジター紹介会長 小野田政弘

・書記報告 書記 勝又 隆吉

・食前の祈り 菅谷 正

会食

・卓話 熱海市市民生活部長 小圷 透様

・委員会報告 各 委員会

・誕生日・結婚記念日祝い 綾野 憲夫

・スマイル 親睦委員会

・出席・スマイル・Y基金報告 担当委員会

・閉会の言葉 高橋 敏雄

・閉会点鐘 会長 小野田正弘

国際会長主題 Ulrin Lauridsen

「輝かそう、あなたの光を」

東日本区主題 山田 公平
未来の為に今、学びと気ずきを
、未来の為に、自信を育み、真
の喜びと出会う。

富士山部部長主題 榎本 博

「NEO富士山部」

アジア地域会長主題 利根川 恵子

「変革の為のひかりとなろう」

熱海グローリーワイズメンズクラブ会長主題 小野田 政弘
「笑顔で挑戦し、変えるものは変えましょう。」

私たちは見えるものではなく、見えな
い物に目を注ぎます。見えるものは過
ぎ去りますが、見えないものは永遠に
存続するからです。
コリントへの手紙 第4章１８節

今月の聖句

■ 親睦委員会委員長 菅谷 正

８月納涼例会報告

親睦委員会メイン事
業の一つとして本年
も藤曲ワイズ経営の
プランタンにて8月
23日例会と会食納涼

懇親会が開かれまし
た。

宴会中

在籍者１４名(セニア会員３名) スマイル・YMCA基金 クラブ概要

出席者 １４名 スマイル 14,000円 会長 小野田正弘

メイキャップ ０名 スマイル累計 44,000円 副会長 綾野 憲夫

ビジター ０名 YMCA基金 3,659円 書記 勝又 隆吉

メネット １名 YMCA基金累計 7,440円 幹事 菅谷 正

出席者合計 １４名 OFFICE YMCA熱海センター
静岡県熱海市上宿町１８－９ 0557-82-8521出席率 ９０%

月例会 毎月第4水曜日 １６：３０～１９：００ 小野田会長携帯 090-7039-8275

飲み物、食材がテーブルにセットされ綾野ワ
イズの食膳の祈りで会話も食事も弾み盛り上
がりました。しばらく時間のたつのも気にせ
ず、それこそ和気藹々の素敵な時間を過ごす
事が出来ました。

あっという間に時間が過ぎ、親睦委員長とし
て閉会の挨拶をさせて頂きました。例年8月の

納涼懇親会では藤曲ワイズには好意的に大変
お世話になりグローリーのメンバーも大変感
謝している事と思います。藤曲ワイズ、大変
有難うございました。

会話も食事も大満足です。



活動

台風13号が迫る9月7日、静岡YMCAの例会と納涼バーベ

キュー大会が開催されました。例会ではスピーチコンテ
ストの募集活動について議論され、40周年記念式典・事
業報告等が報告されました。
いよいよBQですが、本職とも見間違えそうな青木さん
が炭を起こし、準備を進めていただきました。
テーブルには、手作りのポテトサラダやアジの南蛮漬け

■CS委員長 勝又 隆吉

■ 会報委員会 神杉 彰 親睦を計る事が出来ました。

静岡YMCA納涼バーベキュー大会

今期の事業計画の中で、CS委員会

が新たなチャレンジとして計画して
いるのがヒップホップダンスの支援
です。YMCAセンターの地下ホール

で稽古に励み汗を流しています。団
体は「A＆S熱海ダンススクール」の

生徒さんです。小学生から中学生ま
での約40名の団体です。

ワイズメンズクラブの基本活動は
青少年の健全育成という観点からも
子供たちに夢と希望を与える事業と
して計画しました。

ヒップホップダンスの視察

乾杯

主役の青木ご夫妻

2023年CS活動 パート１

と大きいホタテや焼き肉など次々と並んでいきます。
YMCAの理事を含め運営委員等で2２名の参加でしたが、笑顔あふれ

る楽しい宴となり、改めて、このような機会は大事だと感じる時間
でした。

準備から配膳、撤収まで面倒を見ていただきました小石川さんや青
木会長の奥さま、ありがとうございました。
次の大イベントは「静岡YMCA創立50周年記念式典」三島にて開催さ
れます。大成功を祈念して閉会いたしました。

そんな時に「お盆で遊ぼうよ」と
いうイベントが渚親水公園で開かれ
そこに出演するとお聞きして、役員
5名で視察をしました。炎天下の中

でのステージでしたが子供たちは一
生懸命踊っていました。多くの人に
感動を与えてくれました。この子供
たちは我々の拠点で夜遅くまで練習
を重ね、そして披露しています。多
くの問題も抱えています。微力で有
りますがやれる事をしっかりやりた
いと思います。皆さんの御協力をよ
ろしくお願いいたします。

すでに役員会で承認を受けておりますので、着実
に進める為にも実態を知る必要があるという考えか
ら出演をしているステージを見たいと考えていまし
た。



■CS委員会 副委員長 宝田 昌孝

CS活動パート２

委員会

■ EMC委員会 小林 隆

EMC委員会

東日本区

表彰式風景

会員拡大の秘訣とは：甲府２１の事例に学ぶ

学童軟式野球熱海グローリークラブ杯

今年の大会が第26回となります。学童野球大会
は少子化の影響を受け、昨年の3チームから更に
チームが2チームとなってしまいました。大変寂
しい事です。然し、2チームだからこそ支援が必
要でしょう。2チームだからこそやれる事もある
と思います。
2チームはこの炎天下でも寒い時でも、雨の日も

練習に励んでいます。だからこそ応援していつ
か又新しいチームが出来るかもしれません。

そんな中で甲府21クラブは会員拡大が計れています。2016年21名の会員が2023年に
は41名と7年間で倍増です。平均年齢は63.1歳と東日本区の平均よりも4歳ほど若いで
す。諸条件は違いますが、会員増加には必ず要因があると思います。主な活動は以下の
ようなポイントが有るようです。
１・多くの方を例会に誘い疑似体験をして頂きます。
２・友人知人に声掛けをしています。リーフレットも必要と思われます。
３・会員は事業主が多く関連企業先やＯＢ､同級生、地域団体への勧誘を実施しています。
４・楽しい親睦会を行います。
５・社会奉仕活動やユース（若者）への魅力ある支援と達成感となっています。

具体的には、「若年層の加入」「キャンプ・スキー教室のＣＳ活動」「収穫野菜の
バザー収益の寄付」「甲府ＹＭＣＡへの支援活動」などが活力と会員募集に寄与し
ています。

会員増強には、ＣＳ活動の入会予定者への周知（若年層）や会員同士のワイズ外での
交流もポイントとなっています。我々のやれる事を具体的に検討する必要があると
思います。

東日本区の現状は2018.7月時の会員数は860名でした。5年後の2023.7
月には84名減少の776名となりました。5年で約10％の減少です。平均年
齢は2021.7月時で現在65.3歳。2023.7は単純計算で67.3歳です。我がクラ
ブは77.1歳（2021.7）で金メダル（現在は79.1歳か）会員減少と高齢化
が課題です。

私達熱海グローリーワイズメンズは例年同様後援
をさせて頂きたいと考えています。
そんな中で9月の例会に熱海市役所の小林部長に

参加頂き、地域の少年スポーツの在り方、今後の
私たちの関わり方等についてお話を伺いたいと思
っています。
奉仕団体である私たちのモットーは「YMCAを通

じて子供たちの健全育成」です。従って子供たち
に夢と希望を与えるのが熱海グローリーワイズメ
ンズクラブです。

整列し選手宣誓



期日 １０月２５日(水)
場所 YMCA熱海センター

受付 綾野 憲夫・神杉 彰
司会 小林 隆
聖句朗読・開会の祈り 高橋 敏雄
ワイズの信条 藤間 孝夫
食前の祈り 神杉 彰
閉会の言葉 宝田 昌孝

■ 藤間 孝夫

■Happy Ｂirthday
11日 大瀧 峰子さん
19日 加藤 博さん

■Ｍenettes Happy Ｂirthday
該当者有りません

■Ｗedding Anniversary 

該当者有りません

熱海YMCA 俳句の会

８月句会

作成 会報・広報委員会 委員長 大瀧 実 綾野 憲夫 神杉 彰

第３回 ９月役員会報告

期日 202３年９月５日(火）

場所 静岡YMCA熱海センター

会長挨拶

暑い日が続いていますが、そんな中でも多く

の子供たちは元気に遊んで・学んで成長して

います。我々も暑さに負けず社会貢献して行

きましょう。

議題
１・40周年記念式典

・実行委員長を勝又が就任する。
２・ヒップホップダンスについて

・視察と協議を重ねて方針を決定する。
３・決算報告について

・10月役員会にて発表・総会にて報告
４・委員会報告

・プロ・ドラ委員会
9月卓話者に熱海市市民生活部長
小圷透様に決定

・会報広報委員会
9月19日ブリテン構成会議を実施する

・EMC委員会
会員増強活動にホームページが必要
と思われ、予算等を具体的に検討する。
ソフトはワードプレスを採用して更
をクラブ内で実施する。

2023年１０月例会予告

祝 事

■ 書記 勝又 隆吉

アピールコーナー

レイマンによって運営される
YMCAの協議会開かれる「1994年」

第3回熱海会議「1997年」

集合したYMCAは鳥取・松山・福知山・金沢・

盛岡・熱海でしたが、主事も職員もなく、ボ
ランティア活動で運営されていました。地方
都市で共通した問題について熱心に話し合い
をしました。都市型YMCAとは対照的に小さな
YMCAの活動方針を模索して進めて行きましょ
うという協議会でした。


